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＊ ３～４は抽選 ＊ ５～７は抽選

●８月３日（土）　《１日目》

１次予選

○Aブロック ○Bブロック

  
通過１ 通過２

  

○1回戦敗者戦（Byeとの対戦なので不戦勝） ○1回戦敗者戦（4位決定戦で4位は不通過決定）

不戦勝

敗者は不通過決定

●８月４日（日）　《２日目》

２次予選：　２位・３位の通過決定戦 Ｂブロック2位

Ａブロック２位
通過３ 通過４

Ｂブロック３位 Ａブロック3位

３次予選：　最終通過決定戦（１次予選で対戦済みの時は、その結果に従い対戦は行わない）

①②の敗者
通過５

③④の敗者  

第７４回国民体育大会　関東ブロック大会

テニス組合せ　【成年男子の部】
期日

会場

シード 都県 監　督 選　手 シード 都県 監　督 選　手

1 東京 中村 吉人
川橋 勇太

2 神奈川 石﨑 勇太
喜多 元明

白石 光 佐野 有佑

－ Ｂｙｅ －
―

5 栃木 阿久津 定之
玉腰 敬大

― 柚木 武

6 山梨 小林 繁
古谷 和真

7 群馬 福井 保次郎
中澤 慈永

権太 圭吾 三浦 佑太

3 埼玉 阪 幸信
木元 風哉

4 千葉 齋田 淳
大和田 秀俊

松尾 友貴 蓮見 亮登

東京 神奈川東京 栃木

千葉

埼玉
2-0

千葉
2-1

千葉
山梨

2-0
群馬

2-0

Ｂｙｅ 栃木 2-1
埼玉 埼玉

神奈川 　勝者は３位
2次予選の②へ群馬

2-0

埼玉 2R 敗者は２位
2次予選の①へ

千葉 2R 敗者は２位
2次予選の③へ

⑤ 神奈川 神奈川 神奈川
⑥ 山梨 2-0

神奈川
山梨 　３位

2次予選の④へ

栃木 栃木
② 神奈川 2-1 ④ 山梨 2-1

敗者は3次予選の⑤へ 敗者は3次予選の⑥へ

① 東京 ③ 栃木東京 東京



成年男子１次予選：ブロック1R

0 対 ② 1 対 ②

０ - ⑧ ⑧ - ３

２ - ⑧ ５ - ⑧

1 対 ②

⑧ - ３

４ - ⑧

成年男子1次予選：ブロック２Ｒ（勝者は通過）

0 対 ② 0 対 ②

8(6) - ⑨ ４ - ⑧

４ - ⑧ ５ - ⑧

成年男子1次予選：ブロック1R敗者戦（敗者は不通過）

② 対 0

⑧ - ２

⑧ - ４

成年男子２次予選：ブロック２位・３位の通過決定戦

② 対 1 ② 対 1

⑧ - ５ ６ - ⑧

３ - ⑧ ⑧ - ６

成年男子３次予選：最終通過決定戦（１次予選で対戦済みの時は、その結果に従い対戦は行わない）

② 対 0

⑧ - ６

⑧ - ０

テ　ニ　ス　試　合　記　録

埼玉 神奈川 栃木

S2 松尾 友貴 S2 佐野 有佑 柚木 武

S1 木元 風哉 S1 喜多 元明 玉腰 敬大

群馬

千葉

D
喜多 元明

2 - ⑧
玉腰 敬大

佐野 有佑 柚木 武
D

木元 風哉

松尾 友貴

S2 蓮見 亮登

神奈川

D
玉腰 敬大

S2 白石 光 松尾 友貴 S2

大和田 秀俊

東京 埼玉 栃木 千葉

D

玉腰 敬大 大和田 秀俊

柚木 武 蓮見 亮登

S1 川橋 勇太 木元 風哉 S1

2 - ⑧
大和田 秀俊

蓮見 亮登

大和田 秀俊

柚木 武 蓮見 亮登
D

川橋 勇太 木元 風哉

白石 光 松尾 友貴
打切り 打切り

S2 佐野 有佑

S1 喜多 元明

三浦 佑太

中澤 慈永

東京 神奈川 栃木 山梨

D
喜多 元明

佐野 有佑 三浦 佑太

中澤 慈永
打切り

S2 白石 光 佐野 有佑 S2 柚木 武 権太 圭吾

S1 川橋 勇太 喜多 元明 S1 玉腰 敬大 古谷 和真

神奈川 山梨

D
玉腰 敬大

⑨ - 8(6)
古谷 和真

柚木 武 権太 圭吾
D

川橋 勇太
⑧ - 4

喜多 元明

白石 光 佐野 有佑

S2 佐野 有佑 権太 圭吾

S1 喜多 元明 古谷 和真

D
喜多 元明 古谷 和真

佐野 有佑 権太 圭吾
打切り

群馬

中澤 慈永

三浦 佑太

中澤 慈永

三浦 佑太

山梨

古谷 和真

権太 圭吾

古谷 和真

権太 圭吾
打切り

S1
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     第７４回国民体育大会関東ブロック大会結果報告書    2019.8.11 
 
                                         栃木県テニス協会 
                                 監督：阿久津定之  
１． 大会概要   

      ・日程   令和元年8月2日(金)～8月4日(日) 
               ・会場     フクダ電子ヒルスコート 

・主催     公益財団法人日本スポーツ協会・千葉県・関東テニス協会 
      関東ブロック各都県体育・スポーツ協会・千葉市 
・主管   千葉県教育委員会・公益財団法人千葉県スポーツ協会   

千葉県テニス協会・千葉市教育委員会・千葉市スポーツ協会 
        ・後援   スポーツ庁 
２．試合方法 

・ダブルス1ポイント、シングルス2ポイント、合計3ポイントによる対抗

戦。 
                ・試合は、各種別とも都道府県対抗のトーナメント方式で行う。 

・試合はすべて８ゲームズプロセット、ノーアドバンテージ方式とする。 
・試合は１回戦より勝敗決定後に打ち切りとする。 

 
３．参加監督・選手・トレーナー          

１． 成年男子 監督：阿久津定之 選手：玉腰敬大、柚木武 
           トレーナー：吉村健児 役員：神山理事長 渡辺強化副委員長 

 
４．試合結果 
    ■成年男子 ブロック１回戦 対 神奈川県：８月３日(土) 
 
                   栃木県       ②－１   神奈川県 
 
                Ｓ１  玉腰敬大   ●３－８○  喜多元明  
                   

Ｓ２ 柚木 武   ○８－５●  佐野有祐 
                            

Ｄ  玉腰敬大   ○８－２●  喜多元明 
                      柚木 武              佐野有佑 

 
■成年男子 ブロック２回戦 対  千葉県：８月３日(土) 
 

                   栃木県        ０－②   千葉県  
                    
                Ｓ１ 玉腰敬大  ●４－８○   大和田秀俊     
                                                                   
                Ｓ２  柚木 武  ●５－８○  蓮見亮登     
                                                           
              Ｄ  玉腰敬大    打切り    大和田秀俊 
              柚木 武          蓮見亮登 
 

■成年男子 代表決定戦 対  山梨県：８月４日(日) 
 

                   栃木県        ②－１    山梨県  
                    
                Ｓ１ 玉腰敬大  ●６－８○  古谷和真      
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                Ｓ２  柚木 武  ○８－６●  権太圭吾     
                                                         
              Ｄ  玉腰敬大   ○９－８●  古谷和真 
              柚木 武   （６）   権太圭吾 
 
所感   
 今年も関東ブロック予選は、成年男子のみで成年女子はストレートで本大会に出場でき

る。また、今年の本国体は関東の茨城県が開催のため７都県で予選を戦うことになった。

関東の成年男子出場枠は昨年より１つ増え５つ、今年こそ男女揃って本国体出場を目指し

た。 
 本県の代表選手は、シングルス１の玉腰敬大選手は５年連続で代表、今年、上武大学を

卒業し、地元愛知県の伊勢久㈱に就職、実業団で活躍している選手です。シングルス２の

柚木武選手は今回初出場で法政大学３年、真岡市出身の選手です。 
 初戦の相手は、今回の第２シード神奈川県です。シングルス１の玉腰選手の対戦相手は

ランキング３６位、リコーの喜多選手です。さすがにランキング上位の選手とあってポイ

ントは取るがなかなかゲームが取れず３－８と敗れた。シングルス２の柚木選手の対戦相

手は栃木県出身で同じ法政大学１年後輩の佐野選手。柚木選手は持ち前の弾丸サーブでキ

ープすると、先に相手のサーブをブレーク、その後、お互いにサーブをキープし８－５で

勝ち１勝１敗、ダブルス勝負、柚木選手からのサーブで勢いを付けたかったが、ミスもあ

り15-40といきなりピンチを迎えたが、連続サービスエースでピンチを乗り切りサーブをキ

ープ、その後、お互いサーブをキープしたが、３－２で相手のサーブ、 30-15から玉腰選手

のリターンがストレートに決まると流れが変わりサーブをブレーク、そこから連続15ポイ

ント連取して一気に７－２、最後も相手のボレーミスでサーブをブレーク８－２と勝負が

つき、初戦、大金星を上げる好スタートを切った。 
 続く２回戦は第４シードの千葉県、ここで勝てば本国体出場決定、シングルス１の玉腰

選手は序盤、リードされたが４－５と近寄り追いつきたかったが、最後は引き離され４－

８で落とし、シングルス２の柚木選手に望みを託した。２－２で先に相手のサーブをブレ

ーク３－２としたが、直ぐにブレークバックで３－３、その後お互いキープで５－５、相

手がサーブをキープし５－６、そこで逆にブレークを許すと最後は相手にキープされ５－

８で２敗、ここでＢグループ２位となり、翌日Ａブロック３位の山梨県と対戦することに

なった。 
大会２日目は山梨県との対戦、ここで勝てば文句なしの本国体出場、負けたとしても東

京都と神奈川県が対戦し、東京都が勝てば、神奈川県には勝っているので本国体出場、東

京都が負ければ、最後のひと枠を争い東京都と戦うことになる。それだけは避けたかった

山梨県との対戦。シングルス１の玉腰選手の対戦相手は足利工業大学附属高校の同級生で

古谷選手、２－７と大きくリードされたが４ゲーム連取して６－７、７－７に追いつき逆

転する勢いだったが、惜しくも６－８で落とした。シングルス２の柚木選手はお互いサー

ブキープで４－４、相手のサーブ、ノーアドのポイントをスマッシュで決めお互い初めて

のブレーク、その後、お互いにサーブをキープしたため６－８で勝利、ダブルス勝負とな

った。山梨県、古谷選手からのサーブで始まり、１－２で玉腰選手のサーブ、ノーアドで

ダブルフォルト、１－３とリードを許したが、直ぐにブレークバック、その後、お互いサ

ーブをキープでタイブレーク、4-6とリードされたが柚木選手のサーブで追いつき7-6とする

と最後は対戦相手の古谷選手のフォアハンドがネット、8-6でタイブレークを制し山梨県に

勝利、２年振りの本国体出場を決めた。 
 今年も猛暑の中、選手のケアーをしてくれた吉村トレーナーをはじめ、県スポーツ振興

課、県体育協会の職員の方々、応援に来て下さったたくさんの方々には大変お世話になり

心から感謝しております。また、今回お世話になりました千葉県テニス協会の方々には、

３日間にわたり運営をしていただき本当にありがとうございました。  
今後とも栃木国体を目指し、精一杯頑張ってきますので、ご指導ご鞭撻よろしくお願い

致します。 
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